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　絵本やおはなしが好きになったきっかけ
は、子どもの頃、毎月買ってもらっていた
福音館書店の「こどものとも」のほかに、
寝る前に父が即興・創作で話してくれたお
はなしの影響もある。「暗い寝床で、情景
を想像しながら聞く話は、とても面白く
楽しみにしていました」。そう語るのは、
３０年目を迎える読み聞かせボランティア

「子羊文庫」代表の早木香屋子さん。
　読み聞かせとの出会いは「わが子への読
み聞かせ」で、２ヵ月の息子が足をばたば
たさせて喜ぶので、うれしくて毎日読んで
いたという。小さい子どもと親にとって絵
本は、知識やしつけなどのためよりも、親
子のコミュニケーションの１つ。絵本を通
しておはなしの世界・時間を共有し、親子
を温かくつないでくれる。
　子羊文庫の主な活動は、おはなし会。『私
たちが読む本の中から、大好きな絵本が見
つかるかもしれない』との思いから、毎週
土曜の午後 3 時から「幼児・小学生向け
おはなし会」、第１木曜の午前 11 時から
は「０・１・２才児向けおはなし会」を市
立図書館本館のおはなしコーナーで開催し

読み聞かせ を通して
親子を温かくつなぎたい
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屋子 さん  　（本野町）

子羊文庫 代表

ている。「おうちの人の声による読み聞か
せが一番だが、親子で図書館のおはなしの
会にも参加して楽しんでもらいたい。本を
借りに来たついでにぜひ、私たちのおはな
し会も聞いてみて欲しい。季節や年齢に
合った本を選んでいるので、新しく出会う
本があるかもしれません」と語る。
　おはなし会で行うペープサートやパネ
ルシアターも子どもたちに大人気。会の
みんなの手作りで、新作を手がけ、今で
は１５０ほどの作品がある。
　子羊文庫が長年活動を続けてこられた
のは、メンバーみんなの根底にある「本
が好き」という思い。そして、本に対す
る学習意欲や練習を欠かさず研究して臨
む姿勢などの素晴らしさがあることだ。
さらに原動力になっているのは、読み聞
かせのときに熱心に聞いてくれる子ども
たちのキラキラした瞳に出会うこと。毎
回、子どもたちから元気をもらって、読
んだ自分たちも温かな気持ちになるとい
う。
　子羊文庫 30 周年記念「大人のための
おはなし会」を、文化の日の 11 月３日
㈪午後２時から八代ホワイトパレスで開
催する（中学生以上が対象）。「自分で読
むのと聞くのは違います。ぜひ体験して
欲しい」と早木さん。入場は無料だが、
申込みが必要。
　　　　　　連絡先：早木☎ 34-5761

▲子羊文庫の皆さん。
　子どもと本が好きなメンバー募集中


